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３
つ
の
計
画
（
案
）に
対
す
る
意

見
を
、
本
紙
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
で
募
集
し
ま
し
た
。
寄

せ
ら
れ
た
主
な
意
見
と
、
こ
れ
に

対
す
る
市
の
考
え
方
、
計
画
（
案
）

の
変
更
点
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で

公
表
し
ま
す
。

※
掲
載
し
た
内
容
は
、
趣
旨
を
損

な
わ
な
い
範
囲
で
要
約
し
ま
し

た
。
詳
細
は
、
各
担
当
課
・
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
文
化
セ
ン

タ
ー
・
各
地
区
公
民
館
・
中
央

図
書
館
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
ん
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ン
６（
案
）

　
こ
れ
は
、
第
６
次
安
城
市
高
齢

者
福
祉
計
画
と
第
５
期
安
城
市
介

護
保
険
事
業
計
画
を
合
わ
せ
た
も

の
で
す
。

●
提
出
数
　

８
件（
３
人
）

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
１
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
分
担
を
明
確
に
す
る
よ
り

も
、
各
中
学
校
区
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
べ
き
で

す

●
市
の
考
え
方
　
両
セ
ン
タ
ー
の

役
割
分
担
を
見
直
し
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
担
当
を
高

齢
者
の
相
談
・
支
援
、
見
守
り
訪

問
と
し
ま
し
た
。
両
セ
ン
タ
ー
の

密
接
な
連
携
に
よ
り
充
実
し
た
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
た
施

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

●
対
応
　

こ
の
意
見
で
の
計
画

（
案
）の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

●
意
見
２
　

第
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
の
基
準
額
・
段
階
設
定
に

つ
い
て
、
第
５
期
保
険
料
の
決
定

に
当
た
っ
て
は
、
一
層「
応
能
負

担
」に
し
て
欲
し
い
で
す
。
所
得

段
階
を
多
く
設
定
し
、
低
所
得
者

層
の
保
険
料
を
低
く
設
定
し
て
欲

し
い
で
す

●
市
の
考
え
方
　

負
担
能
力
に
応

じ
た
保
険
料
負
担
に
つ
い
て
は
、

国
が
示
し
て
い
る
第
３
段
階
の
細

分
化
と
第
５
段
階（
本
市
の
第
６

段
階
）以
上
の
多
段
階
設
定
を
検

討
し
ま
す
。
現
在
の
９
段
階
を
　１２

段
階
に
増
や
し
、
よ
り
き
め
細
か

い
保
険
料
段
階
設
定
と
す
る
予
定

で
す

●
対
応
　

関
連
部
分
を
修
正
し
、

保
険
料
段
階
・
料
率
の
表
を
追
加

し
ま
す

第
３
期
安
城
市
障
害
福
祉
計

画（
案
）

●
提
出
数
　

０
件

●
対
応
　

指
針
の
改
正
に
伴
う
成

年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
の
見

出
し
の
格
上
げ
、
障
害
福
祉
圏
域

の
見
直
し
に
伴
う
圏
域
名
・
対
象

地
域
の
変
更
お
よ
び
県
か
ら
の
情

報
提
供
に
伴
う
相
談
支
援（
地
域

移
行
支
援
・
地
域
定
着
支
援
）の

利
用
者
数
の
変
更

第
２
次
安
城
市
食
育
推
進
計

画（
案
）

●
提
出
数
　

０
件

●
対
応
　

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

■問 
▼
障
害
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
５
９
）

７１
■問 
▼
介
護
保
険
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
６
）

７１■問 
▼
農
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
３
）

７１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
募
集
の
結
果

し
た
う
え
で
抽
せ
ん
。

●
費
用
　
昼
食
代
、
施
設
入
場
料

な
ど

●
申
し
込
み
　
３
月
　
日
昭
～
４

２９

月
５
日
昭
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
３
月
　
日
松
、
４
月
１
日
掌
を

３１

除
く
）に
電
話
で
秘
書
課
広
報
広

聴
係
へ

●
と
き
　
個
人
止
５
月
８
日
昇
、

団
体
止
５
月
　
日
昭
・
　
日
昇
・

１０

１５

　
日
昌
・
　
日
昌

２３

３０

●
見
学
施
設
　
議
場
、
給
食
調
理

場
、
丈
山
苑
な
ど（
変
更
の
場
合

あ
り
）　

●
対
象
　

市
内
在
住
の
人
ま
た
は

　
人
以
上
の
市
内
団
体

１０※
乳
幼
児
の
同
伴
は
不
可
。

●
定
員
　

各
　

人（
定
員
を
超
え

２５

た
場
合
や
、
希
望
日
が
重
な
っ
た

場
合
は
抽
せ
ん
）

※
個
人
は
、
初
め
て
の
人
を
優
先

■問 
▼
秘
書
課
広
報
広
聴
係

（
緯〈
　
〉２
２
０
２
）

７１

施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

浄水場を見浄水場を見学学
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●
対
象
　

①
市
内
で
個
人
が

管
理
し
て
い
る
花
壇
・
プ
ラ

ン
タ
ー
・
鉢
植
え
な
ど
で
、

玄
関
・
庭
先
・
窓
辺
な
ど
で

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る

も
の
　

②
植
物
を
窓
の
外
側

に
は
わ
せ
た
み
ど
り
の
カ
ー

テ
ン
　

③
個
人
が
管
理
し
て

い
る
、
見
学
可
能
な
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン（
個
人
宅
）

●
そ
の
他
　

参
加
賞
あ
り
。

応
募
作
品
の
写
真
を
、
　

月
１１

下
旬
～
　

月
下
旬
に
堀
内
公

１２

園
で
展
示
し
ま
す

●
申
し
込
み
　

４
月
３
日
昇

～
９
月
　

日
晶
に
、
住
所
・

２８

氏
名
・
電
話
番
号
と
、
自
分

で
撮
影
し
た
作
品
の
写
真
ま

た
は
画
像
デ
ー
タ
を
、
郵
送

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
エ
コ
ネ
ッ
ト

あ
ん
じ
ょ
う（
〒
　－

０
０

４４６

４
６
赤
松
町
梶
　－

１
／in

６３

fo@
econetanjo.org

／

緯〈
　
〉１
３
１
５
）へ

５５
●
問
い
合
わ
せ
　
公
園
緑
地

課（
緯〈
　
〉２
２
４
４
）

７１

　
分
～
４
時

３０●
と
こ
ろ
　

安
城
公
園

■
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
内
容
　

市
内
の
桜
を
撮
影
し
た
、

未
発
表
の
写
真

●
サ
イ
ズ
　

四
つ
切
ま
た
は
ワ
イ

ド
四
つ
切
で
、
合
成
加
工
作
品
は

不
可

●
賞
　

最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀
賞

５
人
、
入
選
　

人
、
佳
作
　

人

１０

１５

（
賞
状
と
賞
金
）

●
応
募
　

４
月
　

日
捷
ま
で（
必

１６

着
）の
午
前
８
時
　

分
～
午
後
５

３０

時
　

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
作

１５
品
を
持
参
か
郵
送
で
商
工
課（
〒

　
ー
８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ

●
と
き
　

３
月
　

日
松
～

１７

４
月
８
日
掌

●
と
こ
ろ
　

安
城
公
園

（
桜
町
）、城
山
公
園（
桜
井

町
）、日
の
出
公
園（
日
の

出
町
）

■
写
生
大
会

●
と
き
　

３
月
　

日
松
、

３１

４
月
１
日
掌
午
前
９
時
～
午
後
４

時●
と
こ
ろ
　

安
城
公
園

●
対
象
　

市
内
在
住
で
、
来
年
度

小
学
１
～
６
年
生
に
な
る
子

●
賞
　

各
学
年
最
優
秀
賞
１
人
・

優
秀
賞
７
人（
賞
状
と
賞
品
）、参

加
賞
あ
り

●
持
ち
物
　

画
板
、
絵
の
具
、
ク

レ
ヨ
ン
な
ど

●
提
出
　

当
日
の
開
催
時
間
中
ま

た
は
４
月
２
日
捷
～
６
日
晶
午
前

８
時
　

分
～
午
後
５
時
　

分
に
商

３０

１５

工
課
へ

※
画
用
紙
は
会
場
で
配
布
。
当
日

以
外
の
日
に
公
園
の
写
生
を
す

る
場
合
は
、
商
工
課
で
配
布
。

■
さ
く
ら
と
安
城
七
夕
親
善
大
使

を
写
す
会

●
と
き
　
４
月
１
日
掌
午
後
２
時

■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

　
虐
待
は
、
心
や
体
に
深
い
傷
を

負
わ
せ
、
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
。

介
護
負
担
の
軽
減
な
ど
、
虐
待
の

な
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

■
高
齢
者
虐
待
の
種
類

●
身
体
的
虐
待
　

殴
る
・
つ
ね
る

な
ど
の
暴
行
や
縛
る
な
ど
の
拘
束

●
心
理
的
虐
待
　

侮
辱
・
脅
迫
な

ど
言
葉
に
よ
る
暴
力
や
、
家
族
内

で
の
無
視
な
ど

●
経
済
的
虐
待
　

高
齢
者
名
義
の

資
産
や
預
貯
金
を
無
断
で
処
分
・

解
約
す
る
、
現
金
を
渡
さ
な
い
な

ど●
性
的
虐
待
　

性
的
な
暴
力
・
い

た
ず
ら
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
　

介
護
を
し
な
い
・

必
要
な
治
療
を
受
け
さ
せ
な
い
な

ど■
こ
ん
な
サ
イ
ン
に
注
意
し
て

●
高
齢
者
の
サ
イ
ン

暫
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

暫
汚
れ
た
ま
ま
の
服
を
着
て
い
る

暫
家
族
の
話
題
を
避
け
る

暫
落
ち
着
き
が
な
く
、
お
ど
お
ど

し
て
い
る

●
介
護
者
・
家
族
の
サ
イ
ン

暫
介
護
に
疲
れ
て
い
る

暫
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

暫
高
齢
者
に
対
し
て
無
関
心

■
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と

●
声
掛
け
　

日
ご
ろ
か
ら
地
域
で

声
を
か
け
、
本
人
や
家
族
の
変
化

が
分
か
る
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う

●
抱
え
込
ま
な
い
　

世
間
体
な
ど

を
理
由
に
抱
え
こ
み
、
無
理
を
す

る
と
辛
い
思
い
を
し
ま
す
。
大
変

な
時
は
、
早
く
相
談
し
ま
し
ょ
う

●
相
談
窓
口
　

社
会
福
祉
課
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　

〉
７７

２
９
４
５
）、中
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
緯〈
　

〉０
０
７
７
）、

７１

市
内
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

各
地
域
の
民
生
委
員

■問 
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
３
）

７１

໷

࣌
ま
Ͱ
͸
໷
桜
΋
ָ
͠
め
ま
͢

安
城
桜
ま
つ
り

高
齢
者
虐
待
の
防
止
と
介
護
者
支

援


